架蔵古活字本大和物語書き入れについて by 山崎 正伸
架蔵古活字本大和物語書き入れについて
　架蔵の古活字本大和物語の本文について紹介した折に、その書誌について触れた。重複するが特殊な本だけに、改めて






































 ソノ御時ノ書ザマ也サレド御作ト云コトイカゞアラン御在世マテ有ケン人ノ哥アリ凡ソ物語は昔ノ人 上ヲコソイヘトオボツカナシ此 ロ近キ清輔朝臣ノ説ニモ作者不知ト有後ノ説ハオシハカリ也
○此文ニ先帝トハ延喜ヲ申 　オホキオホイマウチ君ヲ貞信公トシ 　今ノ左ノオトゝハ小野宮殿 　コレニヨリテ天暦ノ頃

































































































































































































































































































































































































































































































































































































御子ノ母ト書タリ 　書 ノ大系ヲ勘ニ十三ノ御子ハ行明ト有 　判大系圖ニハ十三ノ御子ハ廣平親王ト有テ母ハ元方女トアリ


















































































































































169段］ （古活字本「女共あなるいふやう」 （魚曰）ア ルノ方ハ下ノガ落タリ（天理本「魚曰」とある）
　９［
170段］魚曰此詞（かくてひさしうまいりたまはざりけるころ）コゝニイカゞトヒ玉ハザリケルナド云ヘシ
と九事例認められる。１のように、語意味の解説に触れるのは、嘉永六年（一八五三）刊行の井上文雄の『冠註大和物語』を待たねばならない。 『古言梯』の奥付に「明和のはじめのとしの八月にあつめ終ぬ 　下つ總の國なる楫取魚彦」と記す魚彦だけに、１・２・５事例と語彙に注目したのであろうか、両事例 語については、 『古言梯』にはない。４の磐手郡につ
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ノ皇女有智内親王也」とある。３「コノ哥ノサガハ性ノ義」は、 『直解』によるもの。 「ワガサガコソツラケレトモ也」は、誤りである。４は、おおつふねの歌を一五〇段の采女入水によって理解すべき 指摘したもの。５は、下の句「すずろにもののかなしきやなぞ」の解釈、恨みな らも恋する思いを指摘した。８ 「卒句 は漢籍で用いられる「卒章」による言い方か、道麿は二箇所に用いている。第五句「声 をしまぬ」に対する注であろうが、醍醐帝がおいでにならない時 女御能子が我が身を郭公としての詠歌であ ので誤りだろう。９は「たけの宮」の説明。
12は、平兼盛の「花ざかりすぎもやする





































































コトヲモシラデ強テ偽ヲカサラントスル故ニ皆笑フニ堪ヌコトヲ注セリサテ行ツマリテハ傳受ナド云コトヲ云テ人マトハセリ古今序ニモ今ノ本ニハ後人偽テ語ヲ加ヘシコト多シ 　ソハ古今ニテ云天皇ノ御諡天命ト申ハイト多キヲ天命開別天皇ヲノミ云ハ誤也 　ナラノ宮ト云時ハ大和国ノ奈良都ノコトニテ元明ヨリ光仁マ 御七代也ナラノミカ ト申ストキハ平城天皇御一代ノ御名也又文武ハ藤原美弥ナル イカデナラリミカドト云ニカク 説ハ皆カノ古今序ニ俗ノ加筆アルヲ見ワカデ強云 ○次下 ナラ ミカ 位ニオハシマシケルトキサガノミカドハ云云ト書ツゝケシニ 知ヘシソレヲモイロ〳〵云マギラハシタル説明ハワ フ 不堪
スヘテ或抄ハ古書ヲ見ワカタヌ説ノミ也
○万葉二ニ柿本人麿石見ニテ









「大和物語直解」は賀茂真淵が手がけた「大和物語」の注釈書である。一、成立 　序文に「宝暦十年の冬、人々つどひてよみける時に、賀茂真淵しるす」とあり、終りに「宝暦十年七月よりたま〳〵あつまりてひとわたりよみて、おなじ十二月の八日によみはてつ、一月に三度よたびなんよみける也、もとの注のあしきをは多くけしつ、そのむしろにさま〴〵のよしなしごとをもいひわたらひながら、 ま〳〵かきつけたれば、それは わろきこともおほかりなん」と跋文を記している。更に、源躬弦の記している凡例に「この物語の注、世におこなは たるは、ふやうなる事もひがめるもいとおほくなんありける さるを県居の大人つばらかに考正してもとの注をけち ある かきくはへなどし給へ しを…」とあること ど考え合わせてみると、真淵が一人で検討を加え考察したことを記述したものではないことと、旧注
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真淵の稿本は、写本のまま、村田春海が所持していた。これを源躬弦が、寛政五年（西暦一七九三年、一 九代光格天皇、十一代将軍家斉）九月に書写し終っている。この本も写本のままであったが、清水浜臣は出版を えたらしく、自ら全部書写し、本文にも、首書、慶安刊本 類従本等 よって校合 加え 注釈も補足充実し、自説をも加 版下にしようとしたら い。
と、村田春海が所持し、それを源躬弦 書写したのが寛政五年であるという。阿部氏の解説から、 『直解』の書写やそれに関連する記事を拔きだすと　寛政五年（一七九三） 「寛政五年九月 しるす」　享和二年（一八〇二） 「享和二年壬戌正 望日卒業 　長
滃
」




































てかきたりか まがひは らじ 　　　 　　　　　　　　二月廿三日 　 鈴屋門平野廣臣 　六十六





道麿の弟子で、道麿没後、 の弟子達が宣長に入門し ように宣長の弟子になった。平野廣臣は、 『江戸文人辞典』によると、 「安永二（一七七三）
―
嘉永六（一八五三）○称春芳○名方穀 　江戸後期の国学者。尾張藩医平野春策の子として生



















（８） 『大日本史料』東京大学史料編纂所データーベース検索。第六編之一、昭和５７・１０ 　九一五頁（９） 『俊頼髄脳』 「天智天皇」 『日本歌学大系』第一巻、風間書房、
47・８ 　一五六頁／ 『袖中抄』 「雄略天皇」 　『日本歌学大系』別卷二、風間書房、昭和
47・
10
　二八六頁／ 『奥義抄』 「雄略天皇」 　『日本歌学大系』第一巻、風間書房、昭和
47・８ 　三〇七頁／ 『和歌色葉』 「雄略天皇」 　『日本歌学大系』第三巻、風間書
房、昭和
38・６ 　三〇 　七頁／ 『色葉和難集』 「雄略天皇」 『日本歌学大系』別卷二、風間書房、昭和
47・
10






















16） 『江戸文人辞典 東京堂出版、一九九 ・九、三三〇頁。
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